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「標準的な業務フロー」 ・「基本的な機能の一覧」の活用事例の検討

○ 「標準的な業務フロー」及び「基本的な機能の一覧」の活用が想定される場面及び活用事例を指令システムの「計
画」、「整備」、「運営」及び「状況把握」の４フェーズに分けて検討し、各場面における活用を推進するために必要な
文書（有用文書）を検討した。

○ 当面は、指令システムの「整備」を行う場面で有用と考えられる「差異確認用チェックリスト」及び「消防指令システ
ム調達仕様書（ひな形）」を作成することが適当と考えられる。
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フェーズ 優先度 活用が想定される場面 有用文書

計画 C
現状の把握と分析（利用者/業務の把握、
既存情報システムの把握分析）

令和5年度
検討予定

整備

A 予算要求（事業者への見積り依頼）
差異確認用
チェックリスト

A 要件定義の準備（RFIの実施）
差異確認用
チェックリスト

A 要件定義書の作成
差異確認用
チェックリスト

A 調達の実施（調達仕様書の作成）
消防指令システム

調達仕様書（ひな形）

C 業務の運営準備（業務手順書の作成）
令和5年度
検討予定

運営 B サービス・業務の運営（教育・訓練の実施）
令和5年度
検討予定

状況把握 C
サービス・業務の改善（業務・情報システム
の改善）

令和5年度
検討予定

●活用事例検討の流れ
① マネジメントサイクルをベースに事例整理

標準ガイドライン※にて提示されているシステ
ムのマネジメントサイクル（計画→整備→運営
→状況把握）を基に、活用事例の洗い出しを
行った。

② 活用可否の検討
「標準的な業務フロー」 ・「基本的な機能の一
覧」がマネジメントサイクルの各フェーズで活
用できるかを検討した。

③ 優先順位付け
令和２年度に実施した、全国消防本部への課
題・ニーズ確認結果より、各活用事例検討の
優先順位付けを行った。

④ 活用方法の詳細検討
②で検討した各活用事例について、業務フ
ロー・基本機能一覧がどのように活用できるか
活用方法や活用による期待効果を検討した。

●活用事例の検討結果
・今年度は活用が想定される場面のうち、「予算要求」、「要件定義の準備」、「要件定
義書の作成」、「調達の実施」の４つを対象に有用文書を検討することが適当。

・ 「標準的な業務フロー」 活用推進のための有用文書として、「差異確認用チェックリ
スト」を作成することが適当。

・ 「基本的な機能の一覧」の活用推進及び調達実施に係る負荷軽減のための有用
文書として、「消防指令システム調達仕様書（ひな形）」を作成することが適当。

>

※ デジタル庁が発出する『デジタル・ガバメント推
進標準ガイドライン』のこと。本ガイドラインでは、
政府情報システムの整備及び管理に関するルー
ルが定められている。





解説文書の構成
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章目 項目 記載内容のサマリ

1 目的と概要 (1) 目的と概要 本書作成経緯、目的を記載

(2) 本書の位置づけ 業務フロー、基本機能一覧と
本書の関係性を記載

2 本書の
使い方

(1) 本書の利用方法 本書の利用方法を整理

(2) 用語の定義 本書で使用する用語を定義

3 文書の
解説

(1) 業務フローの解説 資料構成と読み進め方を解
説

(2) 基本機能一覧の解
説

資料構成と整理観点を解説

4 文書の
活用案

(1) 活用事例について 活用が想定される事例を記
載

(2) 現状の把握と分析 本年度は作成対象外

(3) 予算要求 各活用事例について、以下
を記載
・活用による課題解決のイ
メージ

・具体的な活用方法
・活用による効果
・活用にあたっての留意事項

(4) 要件定義の準備

(5) 要件定義書の作成

(6) 調達の実施

(7) 業務の運営準備 本年度は作成対象外

(8) サービス・業務の運
営

本年度は作成対象外

(9) サービス・業務の改
善

本年度は作成対象外

別紙 ・別紙１：差異確認用チェックリスト
・別紙２：調達仕様書ひな形

優先度A
（今年度作成）

の事例

●一部イメージ抜粋
●解説文書の目次構成案





有用文書②の構成
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章目 記載内容のサマリ

1 調達案件の概要 調達の背景、目的等記載

2 調達案件及び関連
調達案件

調達範囲、調達案件の一覧等記載

3 新指令システムに
求める要件

新指令システムに求める以下の要
件を記載（いずれも定義例）
①機能仕様
・新指令システムに実装する機能を
一覧で整理
②装置仕様
・①の実現のために必要となる装置、
機器を一覧で整理
③非機能要件
・新指令システムに求める非機能要
件を記載

4 作業の実施内容 事業者に求める、設計、開発、テス
ト、移行、機器据付等に係る実施事
項を記載

5 作業の実施体制・
方法

作業の実施体制や作業要員に求め
る要件等を記載

6 作業の実施に当
たっての遵守事項

事業者に対する、機密情報、個人情
報の取扱い等に係る遵守事項を記
載

7 成果物の取扱いに
関する事項

成果物の知的財産権、契約不適合
責任に関する事項を記載

8 入札参加資格に関
する事項

事業者に求める競争参加資格、受
注実績等を記載

9 再委託に関する事
項

再委託に関する制限、条件等を記
載

10 その他特記事項 公告期間中の資料閲覧に関する事
項を記載

●記載イメージ（一部抜粋）

●調達仕様書ひな形の目次構成案

②装置仕様

③非機能要件

①機能仕様

【補足】
• 稼働率等一部の非機能要件

については、機能種別毎（通
信系、指令系など）に要件レ
ベルを定義する構成を想定

• 目標値はIPAの『非機能要求
グレード2018』を参考に記載
例を提示予定

【補足】
• ひな形としては消防庁が公表

する補助金交付要綱に記載さ
れている装置を対象に記載予
定

• 実際の活用の場面では、当該
一覧に各本部で必要な装置・
機器を追加いただくことを想定

【補足】
• ひな型における機能仕様の記

載として、指令システムが具
備する標準的な機能を整理し
た「基本的機能の一覧」を活
用予定

• 実際の活用の場面では、当該
一覧に各本部で必要な機能を
追加いただくことを想定


